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･情事臣=コ-ナ-【治幸福】
回答者

香川県立中央済院神経内科部長

一山本 光利 先生

｢マックス｣蛋集昔のご厚意で長手します｡

●ヽ† -

_J i′

パーキンソン病で好に併発しやす

い窟気や疾病.など̀､考えれること

がありましたら､是非教えて下さい｡

75才 女性

E ]

~主治医による定期的な博康診断は

大切です｡

パーキンソン病になったからといって､

一般の人と比べて他の病気の併発が大きく

変わることはないと考えてよいでしょう｡

病気は生蓑にわたるため､いろいろな合

併定や併発症がでてきますαがんにならな

いか､痴呆にならないかと心記するよりは

､主治医に囲っていることを相扱して､一

つひとつ心配なことを除いていくことが､

パーキンソン房のような雛 の病気の蕎麦

では大切なことといえます｡

例えば､日本人の死因で現在最も多いの

は､悪性亜蕩 (がん)ですが､バーキンソー

ン病の患者さんにおいても､基本的には一

般の人と大きく変わるものではありません｡

従って､市町村が毎年行っている基本検診

を受けることはよいことです｡しかし､必

要に応じて定期的に主治医が行う牧童も重

要です｡

●専たきり

転倒骨折は､高畿者になると､専たきり

の大きな原因の一つです｡突進歩行やすく

み足､からだのバランスの悪い人では､危

険が高くなります｡早くからつえを持つと

か､老人車q)梗用､動作はゆっくりと行な

う､'などの生活上の注意と自覚が大切です｡_

特に股の骨折は､早斯手術､早期リ-ピl)

が重要ですので､尼僧して足の付け根あた

りに青みがあるときは､必ず主治医と相談

して枚重を受ける必要があt)ます｡

▲痴呆

痴呆にならないからと心配している人も

少なくないと思います｡我が国では65歳以

上の人の5-6%が痴呆であると考えられ

ています｡パーキンソン病の患者ぎんでは､

これが約2倍になると､我が国やヨーロッ

パでは考えられています｡しかし､パーキ

ンソン病では病気の初めから夷i巣症状はあ

りません｡もし痴呆症状を初期から合併し

ているときば､バー手シソン病以外の病気

を考える必要がありますJ.

パ-キンソン病患者さんの痴呆症状は､

アルツハイマー病と異なり､うつ状態､意

欲の低下､身だしなみに無頓着などに代表
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される ｢皮質下性痴呆｣が特敏的なもので

す｡こうした状態に対して､予防の観点か

らも､人と交わる､趣味を持つなどの生活

習慣の形成は大切です｡

デイサービスなど福祉サービスの利用も

こうした点からさま有用なことですすんで､

患者さんが穂塩的でなくとも､家庭の人は

利用を勧めるとよいでしょう｡

●牌

便秘ま､パーキンソン病のEr律神援症状

として､合併が最も多いもので､70-80%

の患者さんが症状を持っていますO対兼と

しては､以下のような点があります｡

① 下剤を利用すること (多すぎると下樹

になるので､自分で適量を見つけてコンート

ロールすること)

② 遵量の水分を摂取する̀こと｡

③ 運動､特に歩行の励行 (腹の動きがよ

くなります)

一遇間に一度の排便､というのは､好ま

しくありません｡

●排尿辞書

弟尿､失禁なども､よくみられる症状で､

勝朕の解きが悪くなっているために生じま

す｡対策としては､時間ごとに決めて トイ

レに行くことなどがあります｡また薬剤の

使用を希望される際には､主治医とよく相

談して決められるとよいでしょう｡

●立ちくらみ失神

これも時に併発します｡｢ドブス｣とい
う集が有効ですし､塩分を多く取ることも

血圧の低い人には有効です｡

+a

腰痛を併発する患者さんは､少なくあり

ません｡体が前屈するために､余計に腰に

体の重みがかかり､腰霜をしばしば合併し

ます｡この対策として､姿勢を正しく保つ

訓簾は大切です｡
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情報=コ-ナ-【福祉篇】
回答者

北里大学病院縫合相済詐lJ-シャルワーカー

Et-1]

前田 景子 先生

妻は発病16年で､現在入院中です｡

近 退々院する予定ですが､●襲たき

りの重症患者である妻を､心原宿の持病を

持つ私が介護を続けられるか､心配でなり

ません｡今後の対処の仕方について､よき

アドバイスをお庭い致します｡

66才 男性

退院を前にして､さぞ不安だ主恩

いますが､この樵会に､様々な ｢

福祉サービス｣を知って､少しでも不安を

減らもておくことが大切だと患います｡

で象るだけ､負担がかからず､かつ安心

していただくには､以下のようなサービス

の活用が考えられますので､参考にしてく

ださい｡

なお､公的なサービスの申請先は､身障

手帳をお持ちでしたら､お住まいの地域の

役所福祉臥 70歳以上の方は､役所高齢者

福祉課または在宅介護支援センターとなり

ます｡

どちらも該当しない場合は､病院のソー

シャルワーカー等にお問い合わせ下さい｡

1,自宅の物理的環境を整える

寝たきりでいらっしゃることから一介香

負担が大きいことが予想されます｡介鼓の

負.担を少しでも減らし､輿射 て自分ででき

る葡囲を増やすため､電動ベットやポータ

ブルトイレの導入･屋内の段差の解消 .辛

すりの設置など､物理的な環境の工夫をさ

れるとよいでしょう｡身障手帳のサービス

の場合は､その他にも､補装具の交付 (車

いすやつえ等)が受けられたり､交通運賃

の割引など多岐に渡っています｡該当され

る方は､鶴 的に利用されることをお勧申

します｡

2,日常のケアや病気に対する不安を減ら

していく

在宅で療養生活を送る場合は､病状の面

でも､いろいろ不安があるかと患います｡

このような場合は､外来主治医や看護婦

と日頃からコミュニケーションをよくとっ

ておくと同時に､ ｢訪問看護サービス｣を

利用されるとよいでし̀よう｡訪問看護サー

ビスでは､病状の常客や取粟の相談､医肺

との連絡調整､日常生活の支援やアトバイ

ス (からだの清潔や食事の工夫など)を行

なっています｡

詳しくは､市役所の窓口や､最寄りの訪

問看章ステーションにお問い合わせ下さい｡

3,ヘルバ-サービスを利用して､介護や

家事等の負週を強らす

現在､公私を含め､様々な種類の ｢ヘル

パーサービス｣があります｡
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身陣手境や高齢者-の公的なヘルバ-サ

ービスは､所得に応じた糞用負丑で､回数

時間に限舞があります｡この他に､社会福

祉協義会で行っているものや､金額は高め

ですが,時間や回掛 こ散適のきく有封のヘ

ルパーサービスなどがあります｡

導入する目的や中身に合わせて､どのヘ

ルパーサービスを利用するか､検討される

とよいでしょう｡

4,岩床に息抜きを

在宅生活を送るにつれ､介苦疲労が増し

患者さんともども家にこもりがちになるこ

ともあるかと思います｡こんな場合は､施

設の ｢デイサービス｣を利用して､奥勧 (

外に出る秩会をつくったり｡あるいは ｢へ

ルパーサービス｣を利用して､ご主人がリ

フレジュできる時間を得るなど､上手にサー

ビスを利用されるとよいでしょう｡また共

倒れにならないように､施設での ｢ショー

トステイ｣や病院への入坑など､今後の方

向性について､選択肢を広げておくとよい

と患います｡また70歳以上の方の場合は､

老人柵 没を上手に利用されるのもよい

でしょう｡

いずれにしても､奥様0)病状や看護状況

などに合わせて､的社な福祉サービスが利

用できるよう､地域の情報をしっかり把返

しておかれると､イザという掛 =L安心です｡

詳しくはお住まいの役所の福祉課､あるー

いは､病院のソーシャルワーカーに速まな

くご相談下さい｡

平成10年10月38



参 加 感 想 二≦と

一 水戸市 ･大森 鞍

'従来は主として､県北 (大子)にて実施

して来たq)で､今回は老木捷ご夫妻のお骨

折りにより､県南の潮来ホテルに於て実美

したが､参加者が意外に少く｡とくに水戸

地区からの参加は､坂本ご夫妻と私の3名

にて少し淋しい気もしたが｡

会場では｡

1,参加者が少ないこともあり､惜報交換

(蓄_し合)面では､_十分に時FFもてれ有意

義な時間を遺せたように思う｡

2,夜の宴会も意外な盛り上りを (司会の

寺門樺のご努力もあり)みせ､今まで冊か

れなかった方々の歌などもPTくことが出来

この面でもよかったと思う｡1

3.朝食のバイキングも､いろいろが措え

られよかった｡

潮 来 ホ テ )レ- 泊 旅 行 ,

日立市 ･益子 健次

定期旅行会は秋晴a)快婿に恵まれ楽しい

一泊の兼で有った｡新しいパーキンソン病

ニュース､カラオケ等親交をむすび乍ら-

一泊細 のように養去った｡出来る限り多く

-̀の友の会会Jiが多数参加し年に2.3回の

蒋行会を希望致します.

友の会の会員の背様元気を出そう､勇気

を出して背で頑蘇ろう｡

交 流 会 iこ参 加 し て

ひたちなか市 ･山村 不二乃

患者･家族交流会の小兼行に参加させて

いただきました｡前月モニターの関係で一

泊した時と蓋って､同演者の集りという心

のゆとりを感じさせられた/j､旅行でした｡

それに虻.二転三転した計酉の変更に役

員の方々の並々ならぬお骨折の腹物と存じ

ます｡

帯を持つ身にとづて､一泊.して自分の目

と肌に感じた荘敦は､今後の生活に大変参

考になると思います｡

家の玄関からと去っても,良い所から役員

の寺門さんの車に同乗させていただき､現

地には一番早(,着きました｡既に地元の開

口さん8P夫妻が見えられておられ､翌朝お

見送りやら何かと8I心くぼり､本当にあり

がとう･ございました｡

どうか皆さん共々にご達者で又の再会を

楽しみに為義こし下さい｡

EEB邑享∃臼

玉里村 ･舌鼓 幸甚

先日はいろいろお世告になりましてあり

がとうございましたq年に一度の待ちに待っ

た一泊兼行出発迄ホテルのお且呂の事が心

記でした｡慣れないお見呂で滑って転んだ

りしたら大変だな-と息ったり､いろいろ

考えました､ところが同じ群星になった人
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とお互いに助け合い安心して入浴すること

が出来ました｡

あっと云う同の二日間でしたが､とって

も菓しいかったです｡

平成1･0年 (弟13回)

患 者 一 家 族 交 流 会

iこ参 加 .し て

取手市 ･四ッ谷● 実

潮来での交沫会は参加者は例年より少な

めでしたが､患者 ▲家族交溌会の名称に相

応しく､出席者のサ軌が家族同伴で､介護一

書の実情も冊,(事が出来ました｡

新入りの方も見えましたが､旧知の方も

多く̀なり気楽に者す事が出来ました｡

交洗会では､私は日頃気になって居る事

嬢問革を問いかゆましたq芭接返事が帰っ

てくる事は､少なかったですが､皆さんの

告から答えを尊く事出来圭一した｡

病院の先生は､この病気は千人千様だと

いわれますが､皆さんとの話ーし合いから共

通点は非常に多いし､同様な方法で貯決出

来る予想が得られました｡

日頃､時に悲憤的になりますがーご苦労

されている昔横を拝見すると､弱音をはか

ずまだまだ頑張らねばと勇気ずけられまし

た｡

君島様がわざわざコビ-して忠布して下

さった ｢パーキンソン病と上手に付き合う

10のポイント｣はよくできた至言です｡蔑

つかをあげると､

･症状の改善は腹八分をもっよしとしま.しょ

う｡

･急げば回れ､何事も2倍の時間をかける

つもりで行動しましょう｡

･家族の過保護は苛等あって一利なしです｡

手助けは控えめにの気持ちで｡等

瀦釆ホテルは設儀もよく､食事も美味し

く､･常陸制振川に面し風景もよく､幹事役

をされた槍本棟ご夫妻ゐ万埠にわたる行き

届いたご定点に心からお礼申し上げます｡

言 葉 ~転こな ら な t,→･感 動

日立市･君島 _改姓

潮来の交先金では粁 さんに大変お世話

掛 こなりご苦労を感謝申し上げます｡

水戸甲から大森幹事さんの車で北浦監由

で久し振りに見る潮の自然の美に感動しな

がら潮来ホテルに到着皆々様に再会出来た

喜びは青票にならない鞠 でした｡

'夜は小佐畑きんq)｢北国の春J古井さん
夫妻の仲の良い合唱､潮来のFgE]さんのハー

モニカによる ｢四季の歌｣を皆さんと歌っ

た事が私しの心に残る思いです｡

鵬 は大森幹事の案内で鹿島神宮の参拝｡

妻の清気が昔きんの亭気が全快するよう

前官して､永戸坂に11時着､12時30分に我

が家に到着｡ほっとする同もなく明日から

の生活に入る準備をする､私しの妻は日中

は薬でどうにか生活出来るが､便秘と付柾
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遵鮮 肉約 日がこんな生活のくり達し

です｡

身体を動かすことを基本に毎日の散歩､

病気の症状が良い甲 は育､悪い時間は赤

と記録して主治医に見せ､藁の藷菱の参考

にしています｡

付随運動の襲い時は ｢メネシ･/ト｣を半

錠にしたり､時間をずらしたり努力してい

ます｡

EI立保拝所より出しました ｢パーキンソ

ン房と上手につき合う10のポイント｣は患

者と介護者の基本ですので活用して下さい｡

'98全回息書 ･星組 套 in高知に多血して

天侯に怠るまれた11月14J日-15日ー四国

の高知市で開催された ｢全国患者 ･家族集

会｣に行って来た｡

全国各地から集まった仲間と一一年ぶりの

再会に会場前のロービーは大変にぎやかだ

った｡午前1時から全体集会の開会の挨拶

にはー地元高知県勝 連浜田会長の相 の

脚 ては､北は∃廟 から南は鹿児島まで

今までで最も多くの仲間をお迎えして､高

知市で訂俄できました事を大変身しく息う

とともに､心から義烈に牧迎いたします｡′

次にJPC伊♯代表幹事の挨拶の彼､来

賓では､若木高知県知事､高知市長､地元

意出禾 -参喝 院の先生の挨拶がありま_

した｡特に印象に残ったことは､兵知事本

人が挨拶したことでした｡

小林事薪局長の基刑 告では､昨年春以

降､JPCに加盟する各患者団体をはじめ

全国の兼薪患者 ･家族の団体等が強く反対

してきた特定疾患治紺 究事業の患者亀鑑

導入が5月1日から実施された｡昨年9月

JPC幹事 清水 昇W

の♯保本人2胡負担への引き上げや老人の

自己負握増と薬代の二重負担に引き涜き負

担強化は､国民の医漉そう受ける息会をいっ

そう狭める事になった｡全国の患者 ･家族

の象り比ますます高まっている｡又､年金

制度の改悪に反対しいっそうの充実を求め

る｡安心して介叢が受けLbれ､溶射 こ専念

できる社会を｡IPCの存在をアピールし

よう｡来年の貫から軟にかけて､日本一周

マラソンによる暮満問題のカンパニアを企

膏している｡名勝 連や全国患者団体の弧

糠の広漠を得てこのイベントを成功させ､

IPCの存在と斯 問題をアピールしてい

きたいと思いますと報告された｡

その後､私は芳2分科会に参加 してー茨~

城県発病連として､今回､業病患者に対す

る見蜘 慶の淵走に関する欝常春 ･幹竹

事を各市町村にヰ出した事を出した｡

芳2日目には4っの分科会のまと~め､最

後に集会アピールを採択されて､二日間の

集会が終わりました｡
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難 病 対 男巨患 者 調 査 翁善果 の 中 間 報 告

この訴査に臥 当茨城県真部の会員の中から数名の方にお掛 ､致しました｡
＼

回収状況 16府県 2疾病団体

回収枚数 (人数)合計568名9月10日現在

【はじめに〕

98年5月1日から兼房対策 ｢朝匪改定｣

となり､その後の患者の菓甜 重を行ない

ました｡各聯 連にまとめを依漉し､また

IPCの仲間にも折り込み､頚査をしてき

ました｡萌査を行なって､難病連のこの間

港に丙する受け取り方に相当の差があるこ

とが感じられました｡

集計の約半数は大阪難病連の回答であり､

その大鵬 の中でも茨済別による受取

方に差があることが報告されています｡革

重に表れた患者の怒りをどう吸い上げ､建

房公茸医津の患者負担廃止の連動を盛り上

げていくか､再荘意息鉱一一･の必要があるの

ではないでしょうか｡

集計枚数壮者粁県によって差はあるもの

の､合計568名分を回収しました｡ .

〔1時■】

1,県からの取り扱い変更の通知は ｢いつ

出されたか､またしナつ受け取ったか｣につ

いて､4月9日正式に厚生省から見苦し通

知が各地に出されたのにもかかわらず､正

式通知の前､2月､3月以前に23-24%の

患者が受け破っている｡これは各県の見切

り発車を証明している｡

2.r説明は十分であったか｣の質問では､
3分2の患者が ｢理解しにくい｣と答えて

いる.拡切れ一枚で理解しろというのか､

という声が多かった｡

3,｢受給者証はいつ届いたか｣の同いは､
5月1日強行実集され､しかも2月3月に

通知が出されたにもかかわらず､4月中に

半数以上が受け取ったとはいえ､5月以降

にも20,6と大きな欽字が出ている｡

4,保健所の干渉については､80%はなかっ

たものの10%患者は､生活状況などしつこ

く柵かれたりと干渉はあったと答えている｡

5,1ヵ月の自己負担については､1回千

円で複教の病院受診により､2千円以上の

負担を35%の患者が払っていろ｡

6､受診回教についても｢今まで通りJが

73%と圧倒的に多いが､兼の関係で城らし

たくても減らせない患者の悲匂な声が冊こ

える｡

7.軸 旋については､ ｢出さなかった｣

が80%近いが､身拝等1･.2鼓の手垢を持っ
ていると対象にならないと､重症匠基準を

理解していないのではないかと思われる｡

また､特定疾患の重症度中背ではなく身障

医漂茸助成へ由り換えたり､保健所等から

の指導で重症度中背をあきらめてしまう患

者が多数に上ると考えられる｡
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第2回アジア･太平洋パヰンソン船 国際シンポジウム

･◆ 主催 :第2回アジア太平洋バ-キンソン病協会国際シンポジウム粗放委員会

◆ 後援 :(予定)

世界保健機構 (WH0)/厚生省/日本学術全乳/日本医師会/日本

医学会/日本神経学会/日衰神経治療学会/日本内科学会/Ej本老年

病学会/日本自律神経学会/全国パーキンソン病友の会/朝日新聞社

読売新聞社/毎日新聞社/NHK/全国議病団体連絡協議会/他

◆ 期日:1999年10月5日 (火)～6日 (汰)

･◆ 場所 :千葉県浦安市舞浜1-9シ工ラトン･グランデ･トーキョーペイホテル

◆ 目的 :アジア太平洋地域のパーキンソン病の患者さんに､パーキンソン病に

関する最新の進歩を提供し､更に色々な両で患者さん及び家族のサポー

トして､各国専門の方々によるパーキンソン病の原匡lと治療について

の講演､各匡レヾ-キンソン病協会の活動状況の報告､更に､国内外の

パーキンソン病の患者さん並びにこれをサポートする方々の交流を深

めるためQアジ7太平洋地域のパーキンソン病治療推進の原動力にな

ることを期待しています｡

-■◆ 講演 :(予定)

パーキンソン病の治療方針/若年性パーキンソン病/薬物治療/パー

キンソン病の遺伝子/定位脳手術/パーキンソン病の原因/移植と遺

伝子治療/パーキンソン病最近の進歩/各国パーキンソン病協会甲活

動/他

◆ 事務局 順天堂大学脳神経内科 (水野美邦先生)

〒113-8421東京都文京区本恥2-1-1℡03-3813-3111触3321
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活 毒力日 誌

(平成10年4月1日～12月13日)

10.4.1(El)第13回定期支部掩会 県終合福祉会館

426(日)第1回全国役員会 東京 ･スマイル中野

428(火)難病患者a)治療費自己負追奪大反対請頗書提出 厚生省

5.8(金)支部会報45号発送

5,17(日)第1回支部役員会

5,25(月)全国アンケ丁 トしおLり冊子発送

5,31(日)JPC第13回韓会

6.1(月)国会請廠

6..8(土)第22回全国総会 -

6.7(日) 〟 全国大会

7.9(木)保健予防課に挨拶と懇談会の要請

県静合福祉会館

霞が閑プラザホール

衆議院第1亨蓋鼻第1会議室

大宮ソこフケシティ･4倍市民ホール

〝 小ホール

県衛生部保摩予防課

7,101(金)難病見舞金制度にってい挨拶 丹羽地盤代講士事務所

7.12(日)第2回支部役員全 県総合福祉全党

7,16(木)難病見舞金制度の制定に関する陳情書提出 日立市 ･議会事務局

7.17(金) 〝 〝 石岡市 ･ 〝

7.19(日)故久保歯舞氏葬式 つくば市

7.21＼(火)難病見舞金制度の制定に関する陳情書提出一っ(柿 ･議会事務局

7.24(金)難病医療相談会に協力 鉾田保健所

7.26(日)第2匝l全国役員会 東京 ･スマイル中野

7,31(金)全国会報68号完送 ,

8.5(木)難連会報39号発送

8.6(金)背痛見舞金制度の制定に関する陳情書提出 批ちな締 ･議会事務局
8.10(月) 〝 〟 土浦市 ･笠間市 ･ 〝

8.20(木) 〝 〝 総和町 ･古河市 ･三和町 〝

8.24(月) 〝 〝 緒川村 ･美和村 〝

9L6(日)県北 ･中央地区合同交流会 県構台福祉会館 1

9.13(日)第3回支部役員会 〝

9.25(金)パーキンソン病在宅療養の情報交換会 笠間保障所

10.10.3-4仕日)第13回患者 ･豪族交流会 一潮来ホテル
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亡茨城県】 兼薪患者に対する見舞金朝丘の胡定にFqする妹冊 の宇耕 具 (11/12切

市 町 村 名 蘇. 果 a 備 考 市 一町 .村 名 結 果 ;縞 備 考

水' 戸 市 継続審議 ○ 大 手 町 推続審諌
日 立 市 可 . 汰. ○ 十 王 町

土 浦 市 秘 書鼓 ○ 旭 付 i袈上葺はtt

吉 河 市 可 決 ○ 鉾 田 町
石 岡 市 櫛 辛 ○ 大 -洋 村

下 館 市 揺- 釈 神 栖 .付 -樟おニ上乱ない
結 城 市 煤 _釈 .波 崎 町 推続審謙

.竜 ヶ 崎一.市 煉 択 麻 生 町

下 妻 市 既実施 4.000LOI) 牛 堀 町 紬 吟

水 海 道 市 秘 書 潮 来 ~町 梯 _娃し心一
常 睦夫 fq,市. 北 浦 .村 敵 嬢ほい
-高 萩 -市-嶺よy今柑 玉 造 町

北 茨 城 市, 江 戸 暗 町
笠 間= 市.採 択 I.二〇 葵 浦 村 .拙 し

敬- ■芋 市一既実施 - 3,000LFl) 阿` 見` 町 淋 叫

岩 井 ◆市: 茎 _崎 町

牛 久 市 払 珊l路 新 制 坂 町

つ く ー王 ,7F 蘇 .求 ○ 河 ~内 ~町

ひたちなが市;群歳事議 ○ # 川 &
鹿 _.垢 ー市 潔 _一次 東. 町

茨 城 町 推義春Si 霞 ケ 浦 町

小 ' 川 -町.搬 審議 玉 里 村

莱.苛二監 _町､■探 . 釈 _ A - 神 町 推位相 ~

内 患 ~町 採 択 千 代.田 町 採 択 ∫

常 -北 一一町.開会審議 新 治 村 搬 審議

桂 村 槻 手薄 伊- 奈 町 牡 埋LeLt

御 前 山 村1操 `択 ■ 谷 和 ｣臣 村
大. 汰 -≡--lpr 耗幕藩 藩 開 城 町 閉会継続

衣.一部. -PT:.柏紅旗しない. 明 野 町-船 _雄し如ヽ
_署. 跡 ~町 真 壁 町_採 ~訳.

七 一会 一対.･鮮 過し帥 大 和 一村 不 採 決

岩 蘇 ∴町 離 降し 壇∴ 和 町 不 採 次-

東 .蕪 村 八_千 代 町 可 決 ノ

沸 珂-一打 千 托 川 村 搬 春議

瓜 連 【町 石 下 ~町 揺 .釈
大 宮 ~町 絶 和 町 可 決 ○
山 方 町 . 五 -覆 .:PT

美 和 _柿 ･採 択 O. 三 ~和 町 .推提琴謙 _○
希 '川 -村 採 択 ○ 猿 -島 .町 頚鉱煙し砂

金 砂 キ 町 壌 _町 推義春謙
水 府 ∵付 守 谷 町 鮎 審議

里 _集 村 藤 代 町

利 根 町 繊証跡
全国バ--≠ンソン病友の会茨城県支部
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第

川

部

高齢者は､寮によりパーキンソン病に似た症状を起こしやすい
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を
空
け
て
い

た
P

バ
ー
チ
ノ

リ

ン6
tY

脳の
斗

耳
の
神
横
取

胞
か
変
性
L
t
ド
ー

パ
ミ
ン
と
呼
ば
れ
垂

退
珂

曇

り
へ
姓
の
撃

が
コ
､/ト

ロ
ー
ル

できな
く
な
轟

局
二
E

tZの
並

u:嘉
る
碓
か
な
治
蘇

漆
は
現

在の
とこ
ろ
な
く
､
ド
ー

パ
ミ
ン
を
要
義

利
な
ぎ
tJ

服
用
す
一重

丁小
と
な
る
.I

A
さ
ん
法
曹
鼓
む
と
､
体
が

鵜に肋冨(
介
助
を
必
袖下と
し
な

い
が
'
効
き
目
氷
途
切
れ
rO
,LY

油
が
き
れ
た
よ
っ
に
毒

の
暫

)

が
些
O
pL
パ
ラ
.ノ
ス
キ
示
し
て
ふ

ら
つ
き
､
転
び
や
す
V
も
な
q

主
意
匿
が
薫
を
多
選

選
hL所
の
湿
富
の
中
､
主
治
医

皇
∈ん
は
仮
泊
荏
宅
で

一
人

で

書
ら
す
.
心
事
も
悪
く
､
今
年
切

め
景
あ
の
病
準
じ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
を
埋
幹
也
む
宇
野
tJL
L
Kl
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
采

状

嚢

あ

わ
て
る
主
正
が
す
く
F
.
r市
旺

妄

り責
す
け
く

や
i
:卓
つ
ち

は
'
な
重
ん
け
自
分
1･'
や
ら
な
っ

そ
の
た

め弟卜先
等

-の
長
い
付

言

い
が
⊥仝
-
な
ん
で
す
l

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
.Py守
墜
ハ

(.)年
代
に
毎

一遍

貢
.I
.
窪
地

印
書
の
虎
男

ド
ー
パ
ミ
,ノの
欠

L
.1:
.,TL/A

経
過
長
く
薬
も
多
種

に

患
者
自
身
で
管
理

必

要

乏
に
あ
Iヂ
一わ
か
り
､
L
ド

ー
パ
と
い
う蒲
が
早
場
L
LJ

か
ら
だ
¢
ド
ー
パ
Il.ノ
味
､

き
め
麦

産
むと胎内
に人

らを
い
宗

､
廷
内
r･代
謝

さ
れ
て
ド
ー
パ
ミ
ン
ij
賓
乃

る
L
ド
ー

パの綻利･.ItJii

む
O

久三野貞子奄長

/i-キンソン1内の始簾に
は多くの貰かせわ=h.ち

で
禁

制か
書

門
の
生
野
q
irT

字
多
野
病
院
硬
床

ES
究
部
長
に
竜
虎

を
A

J.
r

覆

あ
る
の
ヮ
･
す
1.I

送
り
ま
す
｣
｡
久

野

乱teEが郵便局

留
め
で
罪
を
送

り
､
数
日
笹
A
さ

ん
の
至
花
に
屈
い

LJ.
r嘩
ん
･1'

助
か
り
ま
.J
LJ

わ
｣

従
来
は
放
hy
衰
え
か
少
-
正

義

コ
リ
ン
弟
の
服
用
か
､
胸

の
主
命
し
か
な
か
っ
た
｡
い
ず
れ

も
ド
ー
パ
ミ
ン
の
欠
乏
と
い
う
瞬

田
に
合
わ
せ
た
拾
■
で
は
な
く
へ

決
定
打
と
は
な
ら
な
か
っ
Lq
L

ド
ー
パ
は
局
的
iLW

演

に至

り
の
人
が
歩
い
た
堺
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
｣
と
各

部
長
は
説
明
す

る
｡次

々
用
発
さ
れ
る
新
等

し
か
し
t
L
ド
ー
パ
に
も
欠
点

が
あ
っ
た
.
何
人
要

る
が
､

胃腔
に

是

が
か
か
り
'悪

､

大
I
に
用
用
す
さ
JJ
'
効
か
な
く

な
O
上
､
姓
が
ク
ネ
タ
ネ
と
卯
ト

て
蒼

J
ジ
ス
キ
未
三
′
し

な
′
め
制
作
用
が
現
れ
る
｡
こ
の

LJめ
へ
八
〇
年
代
に
入
り
､
L
ド

ー
パ
を
補
完
す
る
窮
策
が
沃
t･と

閑
琴
])れ
て
い
る
｡

久
野
部
長
は
r刑
作
用
の
な
い

熊
は
な
い
P
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
済
昧

W

.C
長
い
だ
け
に
､
l諾
川と
増

新
券
毒
ち
ん
J畠

明
し
､
さ
あ
人
.

の
人
生
､
掃
欝
に
4
L和せ
LJオ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
冶
Q
iの
デ
ザ
イ
ン

が
必
卓
に
な
呈

す
J
と
ぢ
す
o

A
き
ん
は

現
世'
手
術
蔓

け

た
tX転
の
病
院
と
近
所
の
か
か
り

つ
け
tV

宇
多
野
ホ
院
に
連
声
レ
.

て
い
嘉

'
心
沖
の
藁
葺

め
て

六
夢

幸
多
野
所
坑
か
ら
処

方

き
れ
て
い
ス
P

l好
雨
に
義

孝
に
多
い
苧

剤
併
用
嘩

副
作
用
が
出
や
す
い

が
､
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病の場合､･

五
種
田
以
上
の
K
Iだ
飲
む
念
書
も

ま
れ
で
妹
な
い
｡
r有
髄
I
等
が

多
い
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
珠
､
一

つの店先
だ
け
善
治
青
首
0
わ
け

に
は
い
き

ませんO
各
科
が
連
為

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応
す
る

I
I⊥
雪

蓋

J
IrJ
す
.
1叫■

側
も
何
の
茅

処
方
4rJれ
て
い
る

の
か
ー違

解
し

て
'
自
分
で
菅
遷

す
ス
Y卓
つ
に
な
っ
て
欲
し
い
｣
と

久
野
成
長
は
括
し
て
い
rO
｡

r病態の個人差は大きく､マニュアル治兼だけでは対応できませんj

育

t且

7,L1
5

T
T,J
帆

第

日

部
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嘩 ■

粟
粟
叢
頚

濠

◎
u

]わ
一h乎
'
苗
覇
博
龍
に
8
書
が

出
暮
す
｡
ド
ー
パ
ミ
ン
が
正
常
JL

の
二
〇
%
を
軍

パ
ー
キ
ン
ソ

ン
満
と
言
わ
れ
事
す
が
､
半
分
に

縛
っ
た
だ
け
rJ
も
者

の
好
YIが

萱

東
電

⊥

著
は
ど
の
く
ら
い
い
ま

Q
&
A
特
集

シ
リ
ー
ズ
の
亭
とめ
と
して
'

考
査
王
大
将
神
唾
円
科
の
水
野
契

丹
独
控
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ

い
て
Em

J.

1

ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
で

しょう○
手
足

か小
刻
み
に
事
え
ま
す

5
'
亨
だ
暮
い
LJり
'
主
事
p
L

LJp
し
て
い
窒

季

)と

が

多く､嘩い
地
合
､
本
人
が
気

つ
か
な
い
こ
と
童

す
｡

休
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
＼な
っ
て

市
内
が
こ
わ
ば
り
､
ま
ば
た
き
な

ど
の
裏

な
暫
轟
乏
し
く
な
り

ま
す
｡革
の
義
F
が
無
く
な
っ
LJr

転
び
や
す
く
な
っ
LJ'
誓

方
か

お
か
し
い
と
粟

l呈

わ
れ
て

警

人
が
多
い
で
毒

す
か
｡

舛
母
や
目
の
前
の
地
面
に
塀
が

全
E?
に
十
二
万
人
司
簾
の
奇
書

引
い
て
あ
れ
巧

手た
い
で
好
け

が
い
る
と
世辞
き
れ
､
十
万
人
当

る
の
に
､
何
も
な
い
と
足
が
す
く

LJり
召
人
1毒
与

匂
計
声
に
な
り

ん
で
払
け
な
く
を
(長
と
特
取
の
L
貫
す
｡
発
症
の
ど
｣
ク
娃
五
十
代

書

互
助
仲
春
畠

れ
暮
す
O

故I
半
で
i
志

最姫に伴い
､
古
着

-

何
が
原
田
で
す
か
｡

政
も
今
後
増
え
rO
で
し
ょ
う
｡

一高

っ
て
検
事
し
ま
す
｡
毒

の

変
性
は
M
R
I
で
算

か
葺

施
政
に
異
常
が
あ
れ
ば
､
脳
血
書

辞
書
な
ど
別
の
功
ホ
モ
桂
い
ま
･

す
｡-

岩
療
法
山号
･

足
り
な
く
な
っ
た
ド
ー
パ
ミ
ン

を
L
ド
ー
パ
下鳥
う
嘉

主
流

で
す

｡
そ
の
唇
R̂
長
平
か
ら
の
ド

ー
パ
ミ
ン
一芸
庁
取
る
禄
産

の

細
胞
に
書
く
ド
ー
パ
ミ
ン
愛
等
体

刑
敢
喪
や
墓

胸
の
i
粟
か
ら

ド
ー
パ
ミ
ン
の
放
出
一毒

す
ド
ー

パ
ミ
ン
放
出
蓋

､
親
爺
捗
の

発
症

ピ

ー

ク

50

代
後
半

前
向
き
な
生
活

が

大

切

7も
≠
ル
コ
リ
ン
を

抑
え
る
抗
コ
リ
ン
兼

な
ど
が
使

わ
れま

す
｡⊥

葡
に
毎
を

使
う轟
作
用
が
出

る
よ
う
で
す
が
｡

額
魚
体
以
外
の
ル

曲
の
典
V
小
楯
の
先
ぐ
ら
い

の
大
要
亡の
嘉
言
呼
ば
れ
る
部

分
が
あ
り
､
蔓

蓮
物
実
の
ド

ー
パ
ミ
ン
を
作
る
評
胞
が
t
ま
っ

て
い
ま
す
｡
そ
の
軍

曹
リ.

ド
ー
パ
ミ
ン
の
土
が
少
な
く
な
る

た

め韓
賓

何
軒
が
再
レ
<

-
別
の
痢
黄
と
間
狙
わ
れ
る

ことも拳
q
よ
う
で
す
ね
｡

声
の
副
作
用
や
聯
血
管
博
吉
で

も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
誓

嘉

苔

現
れ
る
こ
と
も
要

す
.

所
見

鼻

分
け
る
に
は
､
琴
姦

べ
'M
R
I
(取
晃
共
鳴
映
き

み
ず
の

よしくに

1-
-
3

(昭和仰
)
年
､

東
京
六
医
学
副
串
｡
米
ノ
ー
ス

ウ
エ
ス
タ
ン
大
等
丁窃
神
島
挙

S
辞
書
匿
'
自
治
蓋

鐘
内
科

年
か
皇
岬天
掌
大
神
撃

講
座

蓮

.
専
門
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
発
悪

夢
と
t砺
沿
巧

甘
木
神
童
三
n連
字
｡

I
J･Lド
ー
パ
rlrン
蛋

V
,ち

幻Xr
寿

現
れ
､
礼
藁
仕
の

ド
ー
パ
ミ
ン
過
剰
で
休
が
く
ね
る

ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
箪

n
き
き
)

量

り
ま
す
｡
策
の
土
や
飲
み

方
を
工
夫
し
て
誓

､

な
か
な
か
嘗
え
は
見
つ
か
れ
ま
せ

ん
.ト
ト
毛
筋
LJよ
妻

帯
も着

日

ま
す
ね
｡

粥
;
7_:
;
;..I.k
隼

叶
:I:f
脚

bl[女h
k
I抑

え

る

定
虹
哨
手
術
が

斎

な
鴇
合
も
あ
呈

.｡

-

な
ぜ
バ
ト
キ
ン
ソ
ン
爺
に

な
る
の
で
し
ょ
う
｡

ま
だ
は
っ
き
n
C
LJ原
田
は
分

か
れ
ま
す
～が

､
塁
宗
寧

ろ
仕
狙
み
が

徐

々
に
解
明
さ
れ
つ

つ
あ
れ
圭
す
｡
捧
内
で
作
ら
れ
LJ

紳
沃等
や
届
盗

薫
が
悪

胸

毒

す
こ
と
が
分
か
っ
て
由
り
､

講
辰
的
京
伝
や
愚
苦

手
へ
の
研

窪

ん
で
い
暮
す
｡

着
く
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
所
を

発
症
し
た
入
時

憲

に
も
同
じ

G
を
持
つ
人
が
多
く
r
導
出
子
を

弔
析
し
た
と
こ
IV

鞄
昏

9
1ハ

Ml雪

い
は
四
音
に
異
常
が
壷
0

こ
と
が
わ
か
量

り
発
症
す

歪
宅か争かれは根
治
冶
寮
が

見
つ
か
さ
か
む
し
れ
ま
せ
ん
｡

-

生
悪
言

上
で
ど
ん
な
こ

と
に
無
を
付
け
れ
ば
い
い
で
す

か
｡弟
の
開
発
か
準
d
t
今
で
蛙
天

寿
蓋

う
で
き
辞
す
｡
症
状
が
外

に
野
‥rO
の
で
'
ま
に
こ
も
り
が

ち
に
な
る
人
も
い
草
す
が
､
日
常

中
層
の
制
限
蒙

りま
せ
ん
｡
む

し
毒

唖
的
に
義

一蓑

し
み
､

耶
向
き
に
.q
t)LJす
I嘉

病
気
の

た
め
iJも
良
い
の
で
す
｡
F
lハ
ビ

n史と
思
っ
て
'
莞

な
い
毎
度

に
外
に
出
か
け
る
の
も
よ
い
で
し

ょ
う
｡

.
(大
森

藁

)

(次
は
｢藁
llは
防
げ
JO
か
玩
､す
)

3度以上の患者は
,
申告が配められれば医療費の自己負担分が免除になる
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6ii
【事務局だより】

J 県北 ･中央地区合同交流会

日 時 :平成10年9月6日 (日)AMIO:00-PM3:00

場 所 :県栂合福祉会館3F和室

講 師 :渡辺富貴子先生

参加者 :県北12名 ･中央27名 合計39名

1県南地区交流会一日時:平成10年11月29日 (日)AMl･0;00-PM3;00場所‥/竜ヶ崎市 ･馴菓公民館講師:渡辺富貴子先生参加者:15名
{患者･家族交流会 (一泊旅行)日時二平成10年10月3日 (土)～4日
場 所 :潮来ホテル･鹿島神宮

参力晴 :26名 (内4名日帰り) '+ I 一一

t F総合的発病対策の早期確立を要望する議席割 の中間報告_q
12月10日現在44名､署名数382名､募金冶額118.500円です｡ご協力ありが

とうございfした｡尚､〆切LJを平成11年 1月末迄に延期いたします.一人で

も多い署名をお願い致します.

1 来年の支部総会 (第14回)の日取りが決まりました｡平成11年4月11日 (冒)

場所はいつもの県場合福祉会館です｡

『 支部会報の原電を募集して居ります｡音様の情報交換の冊子として､さらな

る投稿を宜しくお願い申し上げます｡
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今年も残り少なくなり､気持ちも忙しくなりました.･支部

会報の編集も漸く_整えまして､ここに発行することが出来ま

.仁'た｡原稿をお寄せ下さいました､方々に厚く感謝申し上げ
ます｡今年を振り返れば､5月1日より､私たちの反対の行

動を無視し､特定疾患の自己負担導入が実施されてしまいま

した｡7月8月の暑いなか､県内全市町村に対し､難病見舞

金制度の制定に防する陳情書挺出の行動をしました｡その審

議陪乗は本紙14Pに載せました｡

会員の昔様お身体を大切に､よい年をお迎え下さい｡
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